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使用環境のご確認 

 

 達人プラスと連動される場合 

達人プラスと連動される場合、付属のペリオスタジオ（ソフトウェア）は使用しません。 
 

達人プラスのバージョンをご確認下さい。 
歯周ポケット測定器 PerioPamをご利用頂けるバージョンは 6.53 以上です。 
弊社ホームページからアップデートプログラムをダウンロード頂き適用頂きますようお願い致します。 
達人プラス左上のバージョンをご確認下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ペリオスタジオをご利用の場合 

ペリオスタジオは、複数台でデータを共有してご利用頂くことが出来ません。 
複数台でデータを共有してご利用頂く場合には「達人プラス」が必要です。 
 
※ペリオスタジオをご利用の環境から達人プラスに切り替えてご利用頂く場合には必ず 
弊社サポートセンターにご連絡下さい。 

 
 
 
  

自動アップデートがかかっていない、インター
ネットに接続していない場合は弊社ホームペ
ージより 
最新のアップデートをダウンロード頂き適用
して下さい。 
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ペリオスタジオセットアップ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
１. ディスクを入れ、左図が出ましたら次へをクリック

して下さい。 
※画面が出ない場合はディスク内の setup.exe をダ
ブルクリックして下さい。 

 
 
 
＜左画面が表示された場合＞ 
必要なプログラムをインストールします。 
インストールをクリックして下さい。 
 
再起動が必要なメッセージが表示される場合は 
はいをクリックし、再起動を行って下さい。 
再起動後左画面に戻り残りの項目をインストールする場
合があります。 
 
２. インストールウィザードが表示されます。次へを 
クリックして下さい。 
 
以降、インストールまたは完了をクリックし 
インストールを完了させて下さい。 
 
 
 
３. PerioPam 本体をコンピューターに接続後、デスクト

ップ上の   【ペリオスタジオ設定】を起動して
下さい。 
 
 

４. 初期データの作成が始まるので OK をクリック後次
の画面に進むまでお待ち下さい。 

 
 
 
 
  

このソフトは PerioPam の専用ソフトウェアです。ソフトと器械をセットでご使用頂く必要があります。 
※達人プラスと同じコンピューターにはインストール出来ません。 
※達人プラスをご利用の場合は、達人プラス上で PerioPam が使用可能です。 
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５. 設定画面が表示されますので Pam Driver をインス

トール後必要に応じて設定を行って下さい。 
（医院情報、担当者情報、Pam 設定は必須項目です） 
 
ポケット設定：表示項目や初期値を設定します 
印 刷 設 定：プリンタ指定等を行います 
P a m 設 定：フットスイッチの設定を行います 
医 院 情 報：医院情報の編集を行います 
担当者情報：担当者の登録・編集を行います 
ポケット測定順設定：測定順の登録や編集を行います 
備考マスタ：備考文章を登録する事が可能です 
印刷物タイトルマスタ：印刷物のタイトルを登録できます 
Pam Driver インストール： 
PerioPam本体のドライバインストールを行います 
※詳しい説明は P.13 以降をご参照して下さい。 
 
６. Pam Driver インストールをクリック後、画面上の 

次へを選択して下さい。 
 
 
７. インストールを選択して下さい。 
 
８. 次へを選択し、画面が変わりましたら完了を 

選択して下さい。 
 
９. デスクトップ上のペリオスタジオ設定より 

医院情報、担当者情報を設定して下さい。 
 
 
 
１０. 同様にデスクトップ上のペリオスタジオ設定より

Pam 設定を選択して下さい。Pam を使用するに☑
を付け、フットスイッチ設定を行って下さい。 
※詳しい設定方法は P.14 をご参照して下さい。 
 
ワイヤレスキットをご利用の場合、ポートは空の
状態にし、【無線モジュールを使用する】に☑を入
れて下さい。 
設定後、デスクトップ上のペリオスタジオのアイ
コンをダブルクリックし、ソフトウェアを使用し
て下さい。 
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Ⓙ 

Ⓕ Ⓖ 

Ⓗ 

 

操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⓐアイコンの説明 

 

 
①保 存：入力したデータを保存するときに使用します。 
②印 刷：印刷するときに使用します。 
③経 緯 グ ラ フ:プロービングデプス等をグラフ表示または印刷するときに使用します。 
④P a m: PerioPam 使用時に選択します。Ⓖが入力値表示画面に替わります。 
⑤参 照 作 成：前回のデータを元に作成を行います。 
⑥検 査 日 変 更：入力途中での日付の変更や既存データの日付変更をするときに使用します。 
⑦検 査 歯 設 定：今回検査する歯を任意に設定出来ます。 
⑧削 除：画面に表示しているデータを削除するときに使用します。 
⑨閉 じ る：画面を閉じる時にクリックします。 

 
Ⓑ入力モード選択：歯単位入力・歯列単位入力の選択を行えます。 
Ⓒ入力ボックス：ポケットの数値を入力します。 
Ⓓ入力項目選択ボタン：ポケット・出血・排膿等の一括入力を行えます。 
Ⓔポケットスコア：入力されたポケットスコアを表示します。 
Ⓕ担 当：担当衛生士を選択します。 
Ⓖ備 考：コメントを入力します。マスタに登録された備考を選択する事も可能です。 
Ⓗ入 力 ボ タ ン：マウスでクリックすることにより測定値を入力出来ます。 
Ⓘ過去実績データ：過去に入力されたデータがあった場合にデータのある日を表示します。 
Ⓙ作 成 日：通常は本日の日付を表示し、日付の横のボタンで日付を選択できます。 
 
 
  

Ⓔ 

Ⓐ 

Ⓓ 

Ⓑ 

①   ②    ③    ④    ⑤    ⑥   ⑦    ⑧    ⑨ 

Ⓒ 

Ⓘ 
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＜新規で患者さんを登録する場合＞ 
左上の   をクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
患者さんの情報を入力し、  をクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
保存が完了すると、患者さんのページが開かれます。 
P6 からの入力手順をご参照下さい。 
 
 
 
 
 
＜登録された患者さんを呼び出す場合＞ 
左上   をクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
カルテ番号、フリガナで検索することができます。 
患者さんを検索し Enter をクリックして下さい。 
 
検索された患者さんのページが開きます。 
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＜検査歯設定＞ 
各画面上    をクリックして下さい。 
変更する場合、対象の歯をクリックし当てはまるものを
選択して下さい。 
 
 
 
＜PerioPam を有効にする＞ 
 
画面上の    をクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
上図の画面が表示されるので、お使いのディスポヘッド
を選択して下さい。 
 
 
左図の表示がでた場合、ポケット画面を閉じ、PerioPam をコンピュ

ーターから外して、指し直しをして下さい。 

ワイヤレスキットを接続頂いた場合、次ページにて設定が必要です。 

また、使用出来ていたものが使用できなくなった場合、再度ペアリン

グを行って下さい。（PerioPamワイヤレスキットマニュアルをご参照

下さい） 

 
 
ディスポヘッドが装着されると左図の部分に数値が表示
されます。 
 
 
 
 
 
 
トップが接続されていませんの表示が出ましたら、 
本体にディスポヘッドを装着して下さい。 
 
  

 



7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
<ポケットの入力> 
画面上部より、ポケット測定法を選択します。 
 
１点法、４点法及び６点法を選択することが出来ます。 
 
同じく画面上部より、入力モードを選択できます。 
 
 
 
 
数値はフットスイッチを使用して、決定や仮入力を行い
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フットスイッチの役割の割り当ては、Pam 設定画面より
設定できます。 
 
ワイヤレスキットをご利用の場合、ポートは空の状態に
し、【無線モジュールを使用する】に☑を入れて下さ
い。 
 
 
 
※詳しい設定方法は P. 14 をご参照して下さい。 
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＜過去データがある場合＞ 
をクリックすると、前回のデータを元に新規デ

ータを作成することが可能です。 
参照されたデータを変更することにより、簡単にデータ
を入力することができます。 
 
＜過去データがない場合> 
通常通りの入力方法になります。 
※過去データがない場合は参照作成を押すこと出来ませ
ん。 
 
 
＜出血・浅出血入力＞ 
入力項目選択ボタンで出血を選択します。 
出血部位をマウスでクリックすると出血が入力されます。 
出血部位を再度マウスでクリックするとクリアされます。 
 
 
＜排膿入力＞ 
入力項目選択ボタンで排膿を選択します。 
排膿部位をマウスでクリックすると出血排膿が入力され
ます。 
排膿部位を再度マウスでクリックするとクリアされます。 
 
 
＜出血・排膿入力＞ 
出血部位に排膿を入力または排膿部位に出血を入力する
と出血・排膿を表示します。 
出血・排膿の両方を入力すると、色が変わります。 
 
 
＜動揺度入力＞ 
入力項目選択ボタンで動揺度を選択します。 
入力ボタンをマウスでクリックすると入力ボックスの実
線で囲まれた部位に数値が入力されます。 
また、マウスで部位を選択し、キーボードで入力するこ
とも出来ます。 
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＜根分岐部病変入力＞ 
入力項目選択ボタンで根分岐部病変を選択します。 
 
入力ボタンをマウスでクリックすると入力ボックスの実
線で囲まれた部位に数値が入力されます。 
また、マウスで部位を選択し、キーボードで入力するこ
とも出来ます。 
※印刷物には反映されません。 
 
 
＜歯肉退縮入力＞ 
入力項目選択ボタンで歯肉退縮を選択します。 
入力ボタンをマウスでクリックすると入力ボックスの実
線で囲まれた部位に数値が入力されます。 
また、マウスで部位を選択し、キーボードで入力するこ
とも出来ます。 
※印刷物には反映されません。 
 
 
＜付着歯肉の幅入力＞ 
入力項目選択ボタンで付着歯肉の幅を選択します。 
入力ボタンをマウスでクリックすると入力ボックスの実
線で囲まれた部位に数値が入力されます。 
※印刷物には反映されません。 
また、マウスで部位を選択し、キーボードで入力するこ
とも出来ます。 
※印刷物には反映されません。 
 
 
＜コマンド＞ 
一括入力をご使用頂けます。 
 
※AL 同時入力について 
 AL（アタッチメントレベル）も合わせて入力が可能と
なります。 
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＜備考の入力＞ 
 
画面上の    を再度クリックし選択を解除します。 
 
画面下の備考欄にテキスト入力または参照から選択して
下さい。 
 
 
 
 
 
 
全ての入力が終了したら、   をクリックして下さい。 
 
＜データを削除する場合＞ 
画面上   をクリックして下さい。 
 
１日に保存されるデータは１つです。同日に２回以上入
力を行った場合、データは上書きされます。 
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経緯グラフを確認する 

経緯グラフを確認する場合は   をクリックして下さい。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
Ⓐグラフ反映期間選択：指定の期間でグラフの表示を行います。 
Ⓑ最大値設定：縦軸の最大値変更を行います。グラフが全て見えない場合変更して下さい。 
Ⓒ言 語：表記の言語を変更できます。 
Ⓓ印 刷：グラフの印刷を行います。 
Ⓔ閉 じ る：グラフ参照を終了し、ポケット入力の画面に戻ります。 
ⒻProbing Index 4-5mm：ポケット値 4-5mm の割合を表します。 
 Probing Index 6mm：ポケット値 6mm 以上の割合を表します。 
  Bleeding On Probing：歯周検査時出血率を表します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Ⓐ 

Ⓑ 
Ⓒ 

Ⓓ Ⓔ 

Ⓕ 
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印刷 

 
 
 
 

 
 
１. 画面上    をクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２. 画面右よりデザインとレイアウトを選択して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３. 印刷画面が表示されますので宜しければ   をク

リックして下さい。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜印刷画面について＞ 

印刷する際にクリックして下さい。 

印刷物を PDF で保存する場合にクリックして下さい。 

画面が表示されない、または更新されない場合にクリックして下さい。 

備考内容を変更する場合にクリックして下さい。 

画面の画像が更新されない場合にクリックして下さい。 

画面を閉じる場合にクリックして下さい。 

タイトルを変更・選択できます。 
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その他設定 

デスクトップ上  （ペリオスタジオ設定）をクリックして下さい。 
 
 
 
 

 
【ポケット設定】 
備 考 設 定： インデックス値（4mm 以上の部位または BOP）

に基づいて備考を自動的に挿入する場合選択

して下さい。 

ポ ケ ッ ト 色 設 定 ： そ れ ぞ れ の 色 を 変 更 可 能 で す

表 示 項 目：表示する検査項目に☑を入れてください。 

ポ ケ ッ ト 測 定 法： ポケットを開いた際に使用される測定法をセ

ット出来ます。（画面からも変更可能です） 

共通半埋伏歯の設定： 半埋伏歯とした場合に検査歯とするか未検査

歯とするかを選択して下さい。 

ポ ケ ッ ト 初 期 値： 事前にポケットの初期値及び歯肉退縮値をセ

ット出来ます。 

歯 肉 退 縮 初 期 値：事前にポケットの初期値及び歯肉退縮値をセッ

ト出来ます 

ポケット音声設定：ポケットが入力された時に音声で数字を読み上

げます。 

ポケッ トインプラン トの取扱い：検査するまたは検査しないを選択して下さい。 

ポケット画像表示設定：ポケット印刷時のポケット値を歯肉退縮または

ラインで表示します。 

 

 

 

 

ポケット出血・排膿設定：歯単位または部位単位を選択して下さい。 

 

 

 

 

ポケット出血・排膿入力設定： 先入力または後入力を選択して下さい。 

根 分 岐 部 設 定： 通常または全部を選択して下さい。 

動揺度０度の設定： 動揺度が０度の時、印刷物に表示する・表示し

ないを選択して下さい。 

ポケット 4 点 6 点画像表示設 定： 詳細表示または最大値表示をクリックして下

さい。（最大値表示の場合ポケット値は 1 点で

表示されます） 
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【印刷設定】 
プリンタの設定を行えます。 
使用するプリンタを選択し、保存をクリックして下さい。 

 

 

 

 

【Pam 設定】 
Pam を使用するに☑を付け、フットスイッチ設定を行って下さい。 

ポートの選択は自動で判別しますので設定の必要はありません。 

ワイヤレスキットをご利用の場合は、ポートは空の状態にし、 

【無線モジュールを使用する】に☑を入れて下さい。 

 

<フットスイッチ設定> 

１連フットスイッチまたは２連フットスイッチの右側及び 

２連フットスイッチの左側の役割を設定します。 

＜必要な場合は設定して下さい。＞ 

長押し判定時間 

長押しと判定するまでの時間を変更できます。（この設定時間以上フッ

トスイッチを長押しし、離すと長押しと判定します） 

押下し判定時間 

スイッチ押下から設定動作までの遅延時間を設定します。測定時にフ

ットスイッチを押すタイミングが早い方は設定を行って下さい。 

値変化で Beep音を鳴らす 

測定値の変化を音で知らせます。測定値が深いほど高い音がなります。 

値の降下時のみ Beep音を鳴らす 

測定値が減った時のみ音を鳴らします。値変化で Beep 音を鳴らす設定

で音の変化がわかりにくい場合ご使用ください。 

0mm を 1mmとする 

0.5mm までは 0mm と計測しますが 1mm と入力する場合に使用しま

す。※未チェックの場合 0.5mmまでを“0”と表示します。 

ディスポ最高値を測定しない 

7mm または 13mm のディスポ最高値を値として入力しない設定です。

この☑があると 7mm、13mm は“-”と表示されます。 

また、“-”表示時、決定（数値入力）スイッチを押しても次の番号には進

みません。 

非測定時次へ進む 

ディスポ最高値を測定しない設定時、決定（数値入力）スイッチで番号

を次へ進ませる場合はこちらの☑を行って下さい。“-”状態で決定を行

った場合チャートには“0”と入力されます。 
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【医院情報設定】 
医院さんの情報を設定できます。 
変更する場合はご入力後、右下の登録をクリックして下
さい。 
 

 

 

 

 

 

 

【担当者情報】 
担当者の登録、修正を行えます。 
≪担当者を追加する場合≫ 
① 新規作成をクリックして下さい 
② 担当者名を入力して下さい 
③ 歯科医師・歯科衛生士・その他を選択して下さい 
④ 保存をクリックして下さい 
⑤  
≪担当者を削除する場合≫ 
① 左の四角から該当の担当者さんを選択して下さい 
② 削除をクリックします 
≪担当者を修正する場合≫ 
① 左の四角から該当の担当者を選択して下さい 
② 情報を修正し、保存をクリックして下さい 
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【ポケット測定順設定】 
ポケットの入力順を登録します。 
入力画面で選択された入力モードに沿って入力場所が
移動します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
【備考マスタ】 
印刷物の備考を登録できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【印刷物タイトルマスタ】 
印刷物のタイトルを登録できます。 
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Ｑ＆Ａ 

Ｑ１： 本体のケーブルの長さは？ 

Ａ１： 2m です。USB規格内最大 5ｍ（+3ｍ）まではリピーターケーブル無しで延長可能です。 

Ｑ２： 本体は滅菌できますか？ 

Ａ２： 滅菌できません。アルコール消毒等でご対応ください。 

Ｑ３： 無線フットスイッチは電池駆動ですか？ 

Ａ３： 電池は使用しません。踏む力で電力を発生させ、その電力で送信しています。 

Ｑ４： 無線フットスイッチの通信距離は？  

Ａ４： 電波環境、周辺環境に大きく依存します。参考値は 15ｍ～20ｍ程度です。 

Ｑ５： フットスイッチの役割を変更することはできますか？ 
Ａ５： 設定画面にて変更出来ます。役割は「決定、仮入力、出血、排膿、進む、戻る」の６種あります。 

スイッチひとつにつき、通常押しと長押し、２パターン設定ができます。そのため、シングルフットス 
イッチの場合は２パターン、ダブルフットスイッチの場合は４パターンの設定が可能です。 

Ｑ６： 無線フットスイッチが反応しない。 

Ａ６： 接続を確認しても反応しない場合は、送受信機の再設定を行いますのでご連絡ください。 

Ｑ７： ペリオスタジオは複数台でデータ共有できますか？ 

Ａ７： データ共有は出来ません。データ共有をご要望の場合は達人プラスの購入をご検討ください。 

Ｑ８： ディスポヘッド先端針の材質は？ 

Ａ８： ステンレスです。 

Ｑ９： ディスポヘッド先端針の太さは？ 

Ａ９： 0.5ｍｍです。プローブの ISO規格に則っています。通常のプローブと同じ太さです。 

Ｑ10： ディスポヘッドの先端針が痛そう。 

Ａ10：角を取った状態ですので、一般のプローブとそれほど違いはありません。 

Ｑ11： ディスポヘッドは医院で廃棄するのですか？ 

Ａ11： 医療廃棄物として破棄して下さい。 

Ｑ12： ディスポヘッドを装着してもポケット入力画面上で認識されない。 

Ａ12： 一旦外し、再装着した後、数値が表示されるか確認して下さい。 
Ｑ13： 歯肉縁下に歯石があった場合、手指の感覚では歯石を感じることができるが、PerioPamの場合でも 

正確に計測できるのですか？ 
Ａ13： PerioPam を上下に動かしながら歯肉をなぞっていくと、歯石を感じやすいと伺っています。 

 なお、スケーリング前後の検査で数値に大きな際が認められた場合は、歯石による影響である可能性 
   があります。 

Ｑ14： PerioPam と接続できませんと何度やっても出てしまう。 

Ａ14： 達人プラスでご使用の場合、ポケット画面が 2 つ立ち上がっている可能性があります。 

Ｑ15： フットスイッチを押しているのに 7mm（一番大きい数値）が入力される。 
Ａ15： 値の決定はフットスイッチを押すタイミングです。画面に表示されるのはフットスイッチを離したタ
 イミングです。フットスイッチを押す前に PerioPam を引き上げている可能性があります。 
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Ｑ16： 実際の測定よりもｍｍ数が大きい（小さい） 
Ａ16： 0.5mm 間隔で判断していますので最大 0.5mmの誤差があります。数値ブレが大きいということでした 

ら、先端針がきちんと挿入出来ていない可能性があります。 
Ｑ17： インプラント部位を測ることはできるか？ 
Ａ17： PerioPamのディスポヘッドの先端針はステンレス製となっております。インプラント周囲を計測する

際はインプラント体を傷つけないよう、専用の手用プローブで計測の上、直接ペリオスタジオに入力
されるのはいかがでしょうか。 

Ｑ18： プローブの場合は「差す」ことで測るが、PerioPam の場合は「押し込む」ことによって測るため、
PerioPam の方がプローブの先に触れている時間が長く、痛みを感じてしまうような気がする。 

Ａ18： 押し込んでいるように見えますが、適切に使用いただければ定圧以上の力はかかりません。先端の触 
   れる時間が長いと、じわーっと痛みを感じるケースがありますが、使用に慣れるまでの間、恐る恐る挿 
   入している場合に起きやすいものです。操作に慣れ、『差す、フットスイッチを押す』という動作がス 

ムーズに行えますと、痛みの度合いは改善されます。 
Ｑ19： 前歯が痛くて測れない 
Ａ19： 前歯は歯肉が薄く張りもあるため、先端針がポケットに入りにくく、歯肉上縁事態を押してしまうこ

とがあります。挿入角度を工夫することで改善できますので、別紙『PerioPam をご活用いただく前に、
必ずお読みください』をご確認ください。 

    また、「PerioPam」で痛みを感じる場合は、測定圧の異なる「PerioPam センシティブ」をお試しくだ
さい。 

Ｑ20： フットスイッチが意図せず長押し(or 通常押し)に反応する 

Ａ20： 長押しの時間設定がありますので、秒数を変更してお試しください。 

Ｑ21： 7mm のディスポヘッドの使用でどの程度の患者さんをカバーできますか？ 
Ａ21： 達人プラスをご使用の医院様の患者データ 52,000人分を調査したところ、81％が 7mm未満でした。 
 なお、13mm 未満は 99.6％でした。 
Ｑ22： 1 歯で、複数個所を計測し、その最も深い数値を入力したい場合はどうすればいいですか？ 
Ａ22： フットスイッチの「仮入力」と「決定」ボタンをご使用ください。 
   「仮入力」はメモリ機能です。１歯において、計測したい部位に PerioPam を挿入し、都度「仮入力」 
   を押して下さい。１歯において、計測を終えた段階で「決定」ボタンを押しますと、「仮入力」操作を 

行なっていた中で、最も深い数値がペリオスタジオに記録されます。 
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